
 

 
  

 

 

 

 



 

 

 

 

保健福祉便利ガイドの利用にあたって 

 

 

 

 

〇制度内容や手当額などは令和７年６月１日を基準として

いますが、制度改正などで変わることがあります。 

 

 

 

※このガイドについてのご意見、ご質問は 

保健福祉課（☎0123-83-4750）にお問い合わせくだ 

さい。
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子育て世代の方へ 
こども家庭センター 

■こども家庭センター  　　　　　　　　　　　　  【こども家庭センター ☎83-4750】 

令和７年４月に開設した当センターでは、妊娠・出産から子育て・子どもに関する様々

な相談に応じ、健康の保持増進（母子保健機能）及び福祉（児童福祉機能）に関する包括

的な支援を切れ目なく提供します。お気軽にご相談ください。 

【対象者】妊産婦、０歳から18歳までの子育て家庭、子ども 

【場　所】由仁町健康元気づくり館内保健福祉課 

 

妊娠・出産したら 

■妊娠届出・母子健康手帳交付・妊婦健診    　　　【こども家庭センター ☎83-4750】 

妊娠届出時に母子健康手帳と妊婦一般健康診査受診票（14回分）、超音波検査受診票

（６回分）を交付します。また、由仁町の母子保健サービスを案内します。妊娠11週ま

でを目途に届出を行ってください。 

 
■妊産婦安心出産支援事業　　　　　          【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

　自宅から産院までの通院にかかる交通費の一部を助成します。 

【助成額】1,430円×通院回数（上限16回）の３分の２に相当する額 

 
■妊婦等に対する予防接種費用の助成　       【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

【任意予防接種】 

【接種医療機関】風しんは由仁町立診療所と牧野内科医院で接種できます。 

　　　　　　　　インフルエンザの接種は医療機関の指定はありません。 

（注１）予防接種後に償還払いの方法で、費用を助成します。 

 
■プレママ講座　　　　　　　　　　         　　　 【こども家庭センター ☎83-4750】 

妊娠・出産・育児について学んだり、不安や楽しみを共有する場として母親・両親学級

を開催します。 

 

■産婦健康診査費用の助成　　　　　       　　　   【こども家庭センター ☎83-4750】 

産後２週間頃と産後１か月頃に行う産婦健康診査（２回分）の費用を助成します。 

 

 

 予防接種名 対象者 回数 費用
 

風しん

・妊娠を希望する女性とその夫および同居人 

・風しん抗体価が低い妊婦の夫および同居人 

（風しん抗体検査の結果、抗体価が低い方が

予防接種の対象となります。）

１回 無料

 
インフルエンザ 妊婦 １回

2,550 円 を 上

限として助成

（注１）
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■新生児聴覚検査費用の助成　　　　         　　　 【こども家庭センター ☎83-4750】 

出産した産院等で行う新生児の聴覚検査費用を助成します。 

【助成額】上限　５,000円 

 
■１か月児健康診査費用の助成　　　　       　　　【こども家庭センター ☎83-4750】 

生後１か月児の健康診査費用を助成します。 

【助成額】上限　4,000円 
 
■新生児全戸訪問　　　　　　　　     　　　        【こども家庭センター ☎83-4750】 

お父さんやお母さんが安心して子育てができるよう、生後１か月前後の子どもを持つす

べてのご家庭を保健師が訪問し、育児に関する悩みや栄養に関する相談に応じるほか、必

要なサービスの情報提供などを行います。 

 

■産後ケア事業　　　　　　　　　　     　　　     【こども家庭センター ☎83-4750】 

産後の支援を希望するすべての産婦を対象に、助産師による支援を行います。 

【自己負担】宿泊型7,000円、通所型3,000円、訪問型2,000円 

（課税状況により異なります。生活保護世帯は無料です。） 

 

■妊婦等包括相談支援・妊婦のための支援給付金　 【こども家庭センター ☎83-4750】　　　　　　  　　　

全ての妊婦と子育て家庭が安心して出産・子育てができるよう、継続的な情報発信や相

談に応じる「妊婦等包括相談支援」と「経済的支援」を一体的に実施します。 

・妊婦等包括相談支援・・・保健師・管理栄養士・助産師による面接や訪問を実施しま

す。 

・経済的支援・・・妊婦１人につき５万円、胎児１人につき５万円を支給します。 

 

妊娠を希望される方について 

■不妊治療等助成事業　　　　　　　　　　　　    【こども家庭センター ☎83-4750】 

　国が先進医療としている不妊治療の治療費と、その交通費の一部を助成します。詳しい

対象者と対象となる医療機関と先進医療技術は、由仁町ホームページをご覧になるか担当

までお問い合わせください。 

 

子どもの健診について 

■乳幼児健診　　　　　　　　             　　　      【こども家庭センター ☎83-4750】 

　４か月児・７か月児・10か月児・13か月児・１歳６か月児・３歳児健診を、毎月１回

（４月と１月を除く。）健康元気づくり館で実施します。対象の子どもがいる保護者には

新生児訪問時に案内します。 

 

■乳幼児歯科健診・フッ素塗布　　　　  　　　     【こども家庭センター ☎83-4750】 

乳幼児の虫歯予防のため、歯科医師による歯科健診、歯科衛生士によるフッ素塗布とブ

ラッシング指導を行います。健診の対象ではなくフッ素塗布を希望される方は事前にご相

談ください。 

【対 象】乳幼児健診対象児、小学校就学前のお子さん 
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【自己負担】フッ素塗布300円 

【日 程】乳幼児健診と同日実施 

 

子どもの予防接種について 

■子どもの予防接種　　　　　　　　          【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

【接種医療機関】 

・牧野内科医院・・・・・すべての予防接種ができます。 

・由仁町立診療所・・・・インフルエンザ（小学生以上）、日本脳炎（高校生以上）、

子宮頸がん予防接種のみ接種できます。 

【定期予防接種】※費用は無料です。 

※日本脳炎の予防接種は対象年齢以外の方への特例措置があります。 

 

【任意予防接種】 

 
 
 

 予防接種名 対象者 回数 お知らせ方法等
 

ロタ（ロタテック）
生後６週から32週未満ま

で
３回

新生児訪問時

 
小児用肺炎球菌

生 後 ２ か 月 か ら 60 か 月

（５歳）未満まで
４回

 Ｂ型肝炎 生後12か月（１歳）未満 ３回
 五種混合（ヒブ・ジフ

テリア・百日咳・破傷
風・不活化ポリオ）

生後２か月から 90 か月
（７歳半）未満まで

４回

 ＢＣＧ 生後12か月（１歳）未満 １回
 麻しん風しん（ＭＲ）

Ⅰ期
生後12か月（１歳）から
24か月（２歳）未満まで

１回

 麻しん風しん（ＭＲ）
Ⅱ期

次年度小学校に入学する年
齢

１回 対象者へ個別通知

 
水痘

生後12か月（１歳）から
36か月（３歳）未満まで

２回 新生児訪問時

 
日本脳炎　Ⅰ期　※

生 後 ６ か 月 か ら 90 か 月
（７歳半）未満まで

３回 ３歳児健診案内時

 日本脳炎　Ⅱ期　※ ９歳から13歳未満まで １回 小学４年生へ個別通知
 二種混合 11歳から13歳未満まで １回 小学６年生へ個別通知
 ヒトパピローマウイル

ス感染症（子宮頸がん

予防）

小学６年生から高校１年生

までの年齢に該当する女子
３回

今年度は中学１年生へ個

別通知します。

 予防接種名 対象者 回数 お知らせ方法等 費用
 

おたふくかぜ
生後12か月から

小学校就学前まで
１回 新生児訪問時 無料

 
インフルエンザ

生後６か月から 

中学３年生まで

13歳未満２回 

13歳以上１回 

（1シーズン）

広報ゆに・由仁

町ホームページ
1,300円
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子どもの医療費について 

■由仁っ子医療費助成制度　　　　　             【住民課　戸籍・国保担当 ☎83-3903】 

町内に居住する０歳から18歳に達した後、最初の３月31日までの子どもの医療費を全

額助成します。入院、通院の区別なく保護者の負担はありません。ただし、所得制限に該

当する方は、１割負担となります。 

医療機関受診の際、ほかの医療費助成制度（国または北海道の制度など）の対象となっ

ている場合は、その受給者証も一緒に提示してください。 

 

■未熟児養育医療給付制度　　 　　　　　   【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

出生時体重が2,000ｇ以下または体の発育が未熟なまま出生した場合、指定養育医療

機関の医師が入院養育を必要と認めた乳児の治療費の一部を公費で負担します。 

 

手当、補助金について 

■児童手当　　　　　                            【保健福祉課　福祉・児童担当 ☎83-4750】 

　０歳から高校生年代まで（18歳に達した後、最初の３月31日まで）の子どもを養育し

ている方に支給します。 

【手当月額】３歳未満の子ども　１人目、２人目　15,000円、３人目以降　30,000円 

　　　　　　３歳～高校生年代　１人目、２人目　10,000円、３人目以降　30,000円 

　　　　　　※所得制限はありあません。 

【支払日】年６回（偶数月の１日（４月のみ10日）） 

 

■就学援助制度　　　　　　　　             【教育課　総務・学校教育担当 ☎83-3904】 

経済的な理由でお困りの小・中学生の保護者に対して、就学に必要な学用品費や修学旅

行費、給食費などを援助します。 

　援助の対象は、生活保護世帯、市町村民税が非課税の世帯、児童扶養手当の支給を受け

ている世帯など収入が低く経済的に困っている世帯、前年の所得額が基準額を超えない世

帯です。 

　なお、生活保護を受けている方は、教育扶助費が支給されていますので、就学援助の支

給対象は修学旅行費のみとなります。 

 

子育て相談について 

■すくすくサロン　　　　             　　　            【こども家庭センター ☎83-4750】 

乳幼児の身長・体重計測や育児相談、保護者同士の交流を目的に月１回実施します。

（予約は不要） 

【日程】毎月第１月曜日の10時～11時30分　※令和８年１月は７日（水）に実施 

【場所】健康元気づくり館 

 
■子育て情報メール配信 　　　　　　　　 　　　  【こども家庭センター ☎83-4750】 

０歳から小学校就学前までの子どもがいる保護者に、子育てに関する事業や情報をメー

ルでお知らせします。配信を希望する場合は、事前に登録が必要です。 
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■子育て支援センター　　　　  　　　　　　　 　 【子育て支援センター ☎76-7807】 

乳幼児期の子どもと保護者のみなさんの交流の場であり、電話や来所による子育て相談

も行っています。また、教室や講座も行っており、自宅ではできないダイナミックな遊び

や季節に合わせた遊びを行っています。 
【対象者】就学前の子どもとその保護者 
【場　所】由仁町子育て支援センターきらり（旧由仁幼稚園） 

 

■子ども発達支援センター　　　　　 　【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

発達の遅れまたはその疑いのある子どもの成長を手助けするため、個々の発達に応じた

適切な支援や助言を行いながら、保護者の子育てに対する不安や悩みを一緒に考えていき

ます。 
【対象者】発達に心配のある子どもとその保護者 
【場　所】由仁町健康元気づくり館　2階　視聴覚室 

 

認定こども園・保育園について 

■にじいろこども園・三川保育園           　　　　  【こども家庭センター ☎83-4750】 

満３歳以上の小学校就学前である子どもであり、家庭で保育できる方であっても教育

（幼稚園機能）を受けることができます（１号認定）。教育時間は10時から14時までで

すが、それ以降も預かり保育を利用することができます。 

就労や病気等により子どもを家庭で保育できない方も利用できます（２・３号認定）。

保育時間は７時30分から18時30分までですが、19時30分まで延長保育（有料）を行

っています。利用料は子どもの年齢や世帯の住民税課税額等で決まります。 

なお、非課税、ひとり親および多子世帯に対しては、子どもの数や保護者の所得に応じ

て、利用料軽減支援を行っています（給食費・材料・行事費など一部実費徴収がありま

す。）。 

また、園の行事・活動内容等詳細を知りたい場合は各園にお問い合わせください。 

【備考】申込は入園希望の40日前から可能です。 

 

■一時保育　　  　　 　にじいろこども園【 ☎83-2709】三川保育園【 ☎86-2544】 

保護者の通院や冠婚葬祭、リフレッシュなど一時的に家庭における保育が困難となる子

どもに対し、一時的に預かり保育を行います。 
【対 象 者】町内に居住する１歳以上小学校就学前の子ども 
【利用施設】にじいろこども園、三川保育園 

【利用時間】８時～18時 

【利 用 料】クラス年齢　０～２歳児　250円／時 

　　　　　　　　　　　　３～５歳児　200円／時 

 

 

 

 名称 住所 定員 電話番号

 にじいろこども園 由仁町本町318番地 70 83-2709

 三川保育園 由仁町三川泉町201番地の7 35 86-2544
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小学生・中学生になったら 

■放課後児童健全育成事業（学童保育）    【保健福祉課　福祉・児童担当 ☎83-4750】

労働等により昼間保護者が家庭にいない子ども（小学１～６年生）をお預かりします。

長期休業中のみの利用も可能です。 

【設置場所、利用時間および料金】 

※生活保護世帯および町民税非課税世帯の場合、子ども１人につき月額1,000円を助成

します。 

※町から委託を受けた父母の会が運営しています。 

 

■中学生ピロリ菌検査・除菌治療　　　  　  【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

尿検査によるピロリ菌感染の有無を調べ、感染陽性者には除菌治療費用を助成します。

学校健診の尿検査と一緒に検査を行います。 

【対 象 者】中学２年生 

【自己負担】無料 

 
■子ども生活習慣病予防健診（由仁っ子健診） 【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

生活習慣病予防健診として、血液検査、尿検査、身体測定、血圧測定、医師の診察を行

います。健診結果は、保健師が保護者と本人へ個別に説明します。 

【対 象 者】中学２年生 

【自己負担】無料 

【実施機関】牧野内科医院、にしみこどもクリニック（栗山町） 

 

ひとり親家庭について 

■児童扶養手当　　 　                           【保健福祉課　福祉・児童担当 ☎83-4750】 

ひとり親家庭の生活の安定と子どもの健やかな成長のため、対象の子どもが18歳に達

した後、最初の３月31日までの間（重度の障がいの場合は20歳未満）、手当が支給され

ます。なお、手当の支給には所得制限があるほか、公的年金との併給調整などの詳細な条

件があります。 

【手当額】前年（１月から６月までに申請する場合は前々年）の所得額に応じて手当の額

が変わります。 

・基本月額 
 全部支給 46,690円

 一部支給 46,680円～11,010円

 
由仁地区 

（健康元気づくり館）

平　日：放課後～18時 

土曜日・長期休業時：９時～18時 

１人目は月額4,000円　２人目以降は月額3,000円 

おやつ代別途
 

三川地区（三川会館）

平　日：放課後～18時30分 

土曜日・長期休業時：９時～18時30分 

１人目は月額4,000円　２人目以降は月額3,000円 

おやつ代別途
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・加算額（月額） 

・支払月　年６回（奇数月） 

 

■ひとり親家庭等医療費助成制度　　　　       【住民課　戸籍・国保担当 ☎83-3903】 

ひとり親家庭の保護者とその子どもに対し、医療費の自己負担分を助成します（所得制

限があります。）。 

医療機関受診の際、ほかの医療費助成制度（国または北海道の制度など）の対象となっ

ている場合には、その受給者証も一緒に提示してください。 

 

■母子父子寡婦福祉資金貸付制度　　       【保健福祉課　福祉・児童担当 ☎83-4750】 

福祉資金は、母子父子寡婦家庭の生活の安定とその扶養する子どもの福祉の向上を図る

ための資金の貸付制度です。詳細については、空知総合振興局保健環境部社会福祉課子ど

も子育て支援室子ども子育て支援係（☎0126-20-0120）または保健福祉課にご相談

ください。 

 

■自立支援給付金　　                            【保健福祉課　福祉・児童担当 ☎83-4750】 

・自立支援教育訓練給付金  

母子家庭・父子家庭の親（児童扶養手当受給者等）が、就職のために必要な能力開発に

取り組むため、あらかじめ指定した講座を受講した場合に、経費の６割（1万2千円以上

で20万円を上限）を支給します。受講開始手続きの前に、対象講座指定申請書を提出し、

対象講座の指定を受ける必要があります。 

・高等職業訓練促進給付金および高等職業訓練修了支援給付金  

母子家庭・父子家庭の親（児童扶養手当受給者等）が、就業に結びつきやすい資格を取

得するため養成機関において修業する際には、生活に要する費用の一部を支給します。 

　詳細については、空知総合振興局保健環境部社会福祉課子ども子育て支援室子ども子育

て支援係（☎0126-20-0120）または保健福祉課にご相談ください。 

 

■ＪＲ通勤定期乗車券割引制度　　          【保健福祉課　福祉・児童担当 ☎83-4750】 

児童扶養手当を受給している方または同一世帯の方が、ＪＲの通勤定期乗車券購入時に

３割引になる制度です。学割など他の割引制度との併用はできません。定期券の購入時に、

特定者資格証明書（写真付）および特定者用定期乗車券購入証明書が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２人目
全部支給  11,030円

 
一部支給  11,020円～5,520円
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障がいのある方へ 
制度について 

■身体障害者手帳　　　　　　　          【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

身体に一定以上の永続する障がいを有する方で、身体障害者障害程度等級表に該当する

と認められた場合に手帳が交付されます。この手帳を取得することにより、障がいの種類

や程度に応じて各種の福祉制度・サービスを受けることができます。 

【障がいの種類】肢体、視覚、聴覚または平衡機能、心臓機能、腎臓機能、肝臓機能、呼

吸器機能、ぼうこうまたは直腸機能、小腸機能、音声・言語機能または

そしゃく機能、免疫機能に永続する障がいのある方 

 
■療育手帳　　　　　　　　                【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

児童相談所（18歳未満）または北海道立心身障害者総合相談所（18歳以上）において、

知的障がいの状態にあると判定された方に手帳が交付されます。この手帳を取得すること

により、各種の福祉制度・サービスを受けることができます。 

 
■精神障害者保健福祉手帳　　　　       【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

精神疾患（知的障がいを除く。）を有する方で、精神障がいのため長期にわたり日常生

活または社会生活に制約があると認められた場合に手帳が交付されます。この手帳を取得

することにより、各種の福祉制度・サービスを受けることができます。 

 
■障害者総合支援法によるサービス　    【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

日常生活に必要な支援を受けられる「介護給付」と、自立した生活に必要な知識や技術

を身につける「訓練等給付」、地域生活への移行・継続を支える「地域相談支援給付」が

あり、家庭などで利用できる「訪問系サービス」、昼間に利用できる「日中活動系サービ

ス」、施設などに入所して利用できる「居住系サービス」に分けられます（※認定された

障害支援区分により受けられるサービスが異なります。）。 

 

 
種別 サービス 内　　容

 
 

 

 

 

 

介護 

給付 

 

 

 

 

 

 

居宅介護 
（ホームヘルプ）

自宅等で、入浴、排せつ、食事の介護等を行います。

 
同行援護

視覚障がいにより、移動に著しい困難を有する方に、

外出時において必要な援助を行います。
 

重度訪問介護

重度の障がい者で常に介護を必要とする方に、自宅等

で、入浴、排せつ、食事の介護、外出時における移動

支援などを総合的に行います。
 

行動援護

自己判断能力が制限されている方が行動するときに、

危険を回避するために必要な支援、外出支援を行いま

す。
 

重度障がい者等包括

支援

介護の必要性がとても高い方に、居宅介護等複数のサ

ービスを包括的に行います。
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【対象者】身体・知的・精神に障がいのある方、難病患者等で一定の障がいがある方 
【備　考】自己負担は原則としてサービス利用費の１割です。ただし、本人および配偶者

（子どもの場合は保護者）の所得水準に応じてひと月当たりの負担に上限額が

設定されます。 

 

 

 

種別 サービス 内 容

  

 

 

 

 

介護 

給付

短期入所 
（ショートステイ）

自宅で介護する方が病気の場合など、短期間、夜間も

含め施設で、入浴、排せつ、食事の介護等を行いま

す。
 

療養介護

医療と常時介護を必要とする方に、医療機関で機能訓

練、療養上の管理、看護、介護および日常生活の世話

を行います。
 

生活介護

常に介護を必要とする方に、昼間、入浴、排せつ、食

事の介護等を行うとともに創作的活動または生産活動

の機会を提供します。
 

施設入所支援
施設に入所する方に、夜間や休日、入浴、排せつ、食

事の介護等を行います。

 

訓練等 

給付

自立生活援助

施設などに入所していた方が、一人暮らしに必要な生

活力を身につけるために、定期的な訪問や、相談対応

を行います。
 

自立訓練 
（機能・生活訓練）

自立した日常生活または社会生活ができるよう、一定

期間、身体機能または生活能力の向上のため必要な訓

練を行います。
 

宿泊型自立訓練
一定期間、居住の場所を提供して、家事等の日常生活

能力の向上のために必要な支援を行います。

 

就労移行支援

一般企業等への就労を希望する方に、一定期間、就労

に必要な知識および能力の向上のために必要な訓練を

行います。
 

就労継続支援 
（雇用・非雇用型）

一般企業等での就労が困難な方に、働く場を提供する

とともに、知識および能力の向上のために必要な訓練

を行います。
 

就労定着支援
一般企業等での就労に移行した方が、就労を継続でき

るよう必要な支援を行います。

 
共同生活援助 
（グループホーム）

夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常生活

上の援助を行います。

 

地域相 

談支援 

給付

地域移行支援
入所、入院していた方に住居の確保その他の地域生活

に移行するための必要な支援を行います。

 
地域定着支援

地域生活が不安定な方に対して、常時の連絡体制を確

保し、緊急の事態等に必要な支援を行います。
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●由仁町内でサービスを受けられる事業所 

※身：身体障がい者　知：知的障がい者　児：障がい児　精：精神障がい者 

　難：難病患者 

 

■児童福祉法によるサービス　  　　 　 【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

発達に特性等のある 18 歳未満の子どもを対象に、自立した日常生活や社会生活を送る

ことができるよう支援を行います。 

 
サービス種別 事業所名 住　　　所 対象※ 定員

 
居宅介護 
（ホームヘルプ） 由仁町社協居宅サ

ービスステーショ

ン

由仁町東栄87番地の1 

健康元気づくり館内

身/知/ 

児/精
－

 
重度訪問介護 身 －

 

生活介護

障がい者支援セン

ターゆに農場
由仁町中央321番地 知 12人

 

由仁町社協デイサ

ービスセンター

由仁町東栄87番地の1 

健康元気づくり館内

身/知/ 

精
３人

 
自立訓練 
（機能訓練）

身 ３人

 就労継続支援 
（非雇用型）

YUNI-

FACTORY
由仁町本町266番地 知/精 20人

 

共同生活援助 
（グループホーム）

ケアホームユンニ 由仁町熊本676番地 知 ４人

 
YUNI-HOUSE

由仁町東栄16番地の

11

身/知/ 

精/難
７人

 種別 サービス 内　　容
 

通所系

放課後等デイサービス
放課後や学校休業日に生活能力の向上に必要な訓練や

社会との交流促進の支援を行います。
 

児童発達支援
日常生活における基本的な動作、知識技能を身に着け

るための支援、集団生活への適応訓練を行います。

 

医療型児童発達支援

日常生活における基本的な動作、知識技能を身に着け

るための支援、集団生活への適応訓練と、治療を行い

ます。

 
居宅訪問型児童発達支

援

自宅を訪問し、日常生活における基本的な動作、知識

技能を身に着けるための支援、集団生活への適応訓練

を行います。

 
通所系 保育所等訪問支援

保育所や学校を訪問し、集団生活に適応できるよう、

身体状況や環境等に応じて支援を行います。
 

入所系 福祉型障害児入所施設
施設入所している障がいのある子どもを保護しなが

ら、日常生活の指導や知識技能の習得を支援します。
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●由仁町内でサービスを受けられる事業所 

 

生活に役立つ支援 

■補装具費の給付　　　　　　　　　    【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

身体障がい者等の失われた身体機能を補完または代償し、身体障がい者等の職業その他

日常生活の能率の向上を図るため、補装具費が支給されます。 
【対象者】身体障害者手帳をお持ちの方で補装具装着が必要と認められた方 
【備　考】自己負担は原則として補装具費（基準額の範囲内）の１割です。ただし、本人

および配偶者（子どもの場合は保護者）の所得に応じてひと月当たりの負担に

上限額が設定されます。 

 
■日常生活用具の給付　　　　　　　    【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

障がい者等が日常生活をしやすくするため、日常生活用具の給付を行います。 
【対象者】身体障害者手帳、療育手帳をお持ちの方または難病患者等で、用具の給付によ

り日常生活における負担を軽減できると認められた方 
【備　考】自己負担は原則として日常生活用具費（基準額の範囲内）の１割です。ただし、

世帯の所得に応じてひと月当たりの負担に上限額が設定されます。 

　　　　　※新規にストーマの給付を受けられた方は、処理の方法について注意事項があ

りますので、住民課環境・交通担当（83-3902）までお知らせ願います。 

 
■自助具等の給付　　　　　　　　       【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

身体障害者手帳をお持ちの方または軽度難聴児であって、所得税非課税世帯に属する方

を対象に、日常生活が容易になる用具を給付します。 

 

 

 

 

 

 種別 サービス 内　　容
 

入所系 医療型障害児入所施設

施設入所している障がいのある子どもを保護しなが

ら、日常生活の指導や知識技能の習得を支援し、治療

を行います。

 
サービス種別 事業所名 住　　　所 定員

 
児童発達支援

こどもねっとゆに
由仁町東栄87番地の1 

健康元気づくり館内

10人  
放課後等デイサービス

 
保育所等訪問支援 10人
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■移動支援　　　　　　　　                【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

屋外での移動が困難な障がい者等について、地域における自立生活および社会参加を促

すため、外出の支援を行います。 
【対象者】町内に居住する障がい者等で、屋外での移動が困難な方 
【備　考】自己負担は、原則としてサービス利用費の１割です。ただし、世帯の所得に応

じてひと月当たりの負担に上限額が設定されます。 

 
■日中一時支援　　　　　　　             【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

障がい者等の家族の就労支援や障がい者等を日常的に介護している家族の一時的な休息

のために、障がい者等の日中における活動の場を提供します。 
【対象者】町内に居住する、身体、知的または精神に障がいのある方および障がい児 
【備　考】自己負担は、原則としてサービス利用費の１割です。ただし、世帯の所得に応

じてひと月当たりの負担に上限額が設定されます。 

 

■地域活動支援センター　　　             【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

障がい者等に創作的活動や生産活動の機会を提供し、社会との交流促進を図ります。 
【対象者】町内に居住する障がい者等 
【備　考】自己負担は、原則としてサービス利用費の１割です。ただし、世帯の所得に応

じてひと月当たりの負担に上限額が設定されます。 

 

■配食サービス                         　　　【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

毎週月～土曜日昼食・夕食時に栄養バランスに配慮した温かいお弁当を届けることで、

安否確認および身体・精神的負担の軽減を図ります。 

【対象者】おおむね65歳以上の方および障がい者（別途、町が定める基準があります。） 

【備　考】料金は、１食につき５00円（税込）です。なお、安否確認のために直接の受

け取りが必要です。 

 
■意思疎通支援　　　　　　　　          【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

聴覚・言語機能・音声機能その他の障がいのため、意思疎通を図ることに支障がある障

がい者に、手話通訳等の方法により、障がい者とその他の者の意思疎通を仲介する手話通

訳者の派遣を行います。 
【対象者】町内に居住し、聴覚・言語機能・音声機能その他の障がいのため、意思疎通を

図ることに支障がある方 

 

■福祉タクシー利用券の交付　　　       【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

重度の障がいのある方の社会参加促進を支援するため、タクシーチケット（基本料金分）

を年間15枚交付します。事前に申請が必要です。 

【対象者】１・２級の身体障害者手帳をお持ちの方 

【備　考】福祉タクシー利用券を使用できる機関 

・㈲由仁ハイヤー　　　　　☎83-2727 

・介護タクシーさくら　　　☎0120-513-496（要予約） 

・まさき介護タクシー　　　☎080-8294-8371（要予約） 

・介護タクシーささやか丸　☎090-1300-3380（要予約） 
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■ヘルプマーク・ヘルプカードの配布    【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

外見からは障がいがあると分からなくても、援助や配慮を必要とする方が周囲の援助を

受けやすくなることを目的として、ヘルプマーク・ヘルプカードを配布します。 

【対象者】周囲からの助けが必要な時にヘルプマーク・ヘルプカードを利用したい方 

【備　考】配布は無料です。 

 
■歩行杖の給付　　　　　　　　　　　　　　　　       【社会福祉協議会 ☎82-2167】 

歩行が不自由で杖の必要な方に、Ｔ字型の杖を給付します。 

【自己負担】200円 

 
■車イスの貸出し　　　　　　　　　　　　　　　       【社会福祉協議会 ☎82-2167】 

旅行や買い物・行楽など出かける時に車イスが必要な方に、無料で貸出しを行っていま

す（最長１か月間）。 

 

■ＮＥＴ１１９緊急通報システム　　　　　    【南空知消防組合由仁支署 ☎83-2388】 

聴覚、音声機能、言語機能またはそしゃく機能の障がい等により、音声で会話すること

が困難な方を対象に、携帯電話等の端末を利用してインターネット経由で消防署へ通報で

きるシステムです。利用には、消防署で登録する必要があります。 

 

■緊急通報装置（診療所駆けつけサービス）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 

 　                                                    【保健福祉課　高齢・障がい担当☎83-4750】 

健康に不安を抱える高齢者や障がい等をお持ちの方が住み慣れた地域で安心して暮らせ

るよう、緊急通報装置を設置します。 

緊急ボタンを押すとガードマンが対応し、必要に応じて由仁町立診療所の医師や看護師

が24時間体制で相談を受け、状況により自宅へ駆けつけます。 

【対象者】①障害者手帳を交付されている一人暮らしの方などで、別途町が定める設置基

準に該当している方 

　　　　　②80歳以上の交通手段のない高齢者世帯 

【利用料】利用者は、月額462円を負担していただきます。 

　　　　　ただし、上記②の対象者は初期設置費用として、別途660円（１回のみ）を

負担していただきます。 

 

医療費について 

■自立支援医療（更生医療）　　          【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

身体障がい者が障がいの程度を軽減したり、障がいの除去に必要となる医療費の一部を

助成します。 
【対象者】身体障害者手帳をお持ちの18歳以上の方で、人工透析、人工関節置換術等の

医療を受ける方 
【備　考】自己負担は原則として医療費の１割負担です。ただし、世帯の所得水準に応じ

てひと月当たりの負担に上限額が設定されます。入院時の食費（標準負担額相

当）については原則自己負担です。 
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■自立支援医療（精神通院医療）          【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

精神疾患の医療費の軽減を図り、自立した日常生活または社会生活を営むために必要な

医療費の一部を助成します。 
【対象者】統合失調症やうつ病、その他の精神疾患を有する方で、通院による精神医療を

続ける必要がある症状に該当する方 

【備　考】自己負担は原則として医療費の１割負担です。ただし、世帯の所得水準に応じ

てひと月当たりの負担に上限額が設定されます。 

 
■自立支援医療（育成医療）　　          【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

現在身体に障がいがあるか、または現にある疾患に対する治療を行わないと将来一定の

障がいを残すと認められる子どもで、手術などの治療によりその症状が軽くなり、日常生

活が容易にできるようになると認められる場合には、その医療費の一部を助成します。 
【対象者】18歳未満の子どもで身体に障がいを有する方、または、放置すると将来障が

いを残すと認められる方で、手術等によって障がいの改善が見込まれる方 
【備　考】自己負担は原則として医療費の１割負担です。ただし、世帯の所得水準に応じ

てひと月当たりの負担に上限額が設定されます。 

 
■重度心身障がい者医療費助成制度　　　       【住民課　戸籍・国保担当 ☎83-3903】 

身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方でその障がいが

重度な方を対象に、医療費の自己負担分を助成します（所得制限があります。）。 

医療機関受診の際、ほかの医療費助成制度（国または北海道の制度など）の対象となっ

ている場合には、その受給者証も一緒に提示してください。 

 

助成金・手当・各種減免制度について 

■自動車税（環境性能割・種別割）、軽自動車税環境性能割の減免　　　　　　　　　　　　　　　  

             【札幌道税事務所☎011-746-1194または北海道空知総合振興局☎0126-20-0056】 

身体等に障がいのある方のために使用する自動車で、一定の要件に当てはまる方は、申

請により自動車税（環境性能割・種別割）または軽自動車税環境性能割の減免を受けるこ

とができます。 

【対象者】・身体障害者手帳をお持ちの方で一定の範囲の障がいを有する方 

・療育手帳をお持ちの方 

・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 

・戦傷病者手帳をお持ちの方で一定の範囲の障がいを有する方 

【備　考】減免の対象となる自動車については要件があります。 

 
■軽自動車税種別割の減免　　　　　　　　             【住民課　税務担当 ☎83-3902】 

身体等に障がいのある方のために使用する軽自動車で、一定の要件に当てはまる方は、

申請により軽自動車税種別割の減免を受けることができます。 

【備　考】申請期限は、当該年度の納期限７日前までとなります。 
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■有料道路通行料金の割引　　　          【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

障がいのある方の自立と社会経済活動への参加を支援するため、有料道路通行料金につ

いて、通常料金の半額割引を受けることができます。 

【対象者】・本人運転の場合は、身体障害者手帳をお持ちの方 

・介護者運転の場合は、身体障害者手帳「第１種」、または療育手帳「Ａ」を

お持ちの方 

【備　考】・あらかじめ申請が必要です。 

・ＥＴＣの利用を希望する方は車両の登録が必要です。 

　 

■NHK放送受信料の減免      　　　　　   【保健福祉課　福祉・児童担当 ☎83-4750】 

次の対象に当てはまる世帯は、NHK放送受信料が免除されます。 

 

■腎臓機能障がい者通院交通費の補助    【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

腎臓機能障がいの身体障害者手帳をお持ちの方を対象に、人工透析のために通院する交

通費の一部を補助します（医療機関までの距離や所得による制限があります。）。 

 

■自動車改造費の助成　  　　　　　     【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

身体障がい者が就労等のため、自ら運転しやすいように自動車の操行装置、駆動装置等

を改造する経費を助成します（上限100,000円）。 
【対象者】町内に居住する、肢体不自由４級以上の身体障害者手帳をお持ちの方 

 
■自動車運転免許取得費の助成　　　    【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

身体障がい者で、就労等のため自動車の運転免許の取得を希望する方に対し、その技術

習得に必要な教習費用を助成します（上限100,000円）。 
【対象者】町内に居住する、４級以上の身体障害者手帳をお持ちの方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全額免除 

①生活保護世帯 

②身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者が世帯構成員であり、

世帯全員が住民税非課税の世帯

 

半額免除

受信契約者が次のいずれかに該当する世帯主の場合 

（受信契約者が世帯主以外の場合は、当該免除対象になりません。） 

①視覚または聴覚障がいの身体障害者手帳をお持ちの場合 

②身体障害者手帳の１級または２級をお持ちの場合 

③療育手帳のＡ判定をお持ちの場合 

④精神障害者保健福祉手帳の１級をお持ちの場合 

⑤戦傷病者手帳の特別項症から第１款症をお持ちの場合
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■障害基礎年金　　 　　　　　　                  【住民課　戸籍・国保担当 ☎83-3903】 

次の要件を満たす方は、障害基礎年金を受給できる場合があります。 
【要　件】 

１　障がいの原因となった病気やケガについて初めて医師等の診療を受けた日（初診日） 

　　が国民年金に加入している期間であること。 

※20歳前または日本国内に住んでいる60歳以上65歳未満の方で、年金制度に加入 

　していない期間に初診日があるときも含みます。 

2　障がいの状況が障害認定日（症状が固定した日、障害認定日以後に20歳前に達し

たときは20歳に達した日）に、障害基礎年金で定める１級または２級に該当してい

ること。 

3　一定の保険料納付要件を満たしていること。（20歳前に初診日がある場合、納付

要件は不要。） 

【年金額】令和７年４月分から 

１級　　年額1,039,625円 

（昭和31年４月１日以前に生まれた方1,036,625円） 

　　２級　　年額831,700円 

（昭和31年４月１日以前に生まれた方829,300円） 

【子の加算額】 

　　２人まで　　１人につき239,300円 

　　３人目以降　１人につき79,800円 

　　　受給者によって生計を維持されている子がいる場合に加算されます。 

　　　子とは、18歳に達した後、最初の３月31日までの子と20歳未満で障害等級１級

または２級の状態にある子です。 

 

■特別障害者手当　　　　　　　          【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

精神または身体に著しく重度の障がい（障がいの程度には基準があります。）があるた

め、日常生活において常時特別の介護を必要とする在宅の20歳以上の方に支給します。 

【手当】月額29,590円 

【備考】支給月は２月・５月・８月・11月です（前月分までの支給となります。）。 

 

■障害児福祉手当　　　　　　             【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

精神または身体に重度の障がい（障がいの程度には基準があります。）があるため、日

常生活において常時介護を必要とする状態にある20歳未満の方に対し支給します。 
【手当】月額16,100円 
【備考】支給月は２月・５月・８月・11月です（前月分までの支給となります。）。 
 
■特別児童扶養手当　　　　　　             【保健福祉課　福祉・児童担当 ☎83-4750】 

障がいのある20歳未満の子どもを養育している方に対し支給します。 
【手当】１級：月額56,800円　２級：月額37,830円 
　　　　※所得制限があります。 

※子どもが施設に入所している場合は支給されません。 
【備考】支給月は４月・８月・1２月です（前月分までの支給となります。）。 
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■北海道心身障害者扶養共済制度　       【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

障がいのある方を扶養している保護者が加入し、毎月一定額の掛金を納めることにより、

保護者が死亡または重度障がいになったときに、障がいのある方に一定の年金が支給され

ます。 

【対象者】北海道に住所がある65歳未満の健康な方で、次の障がいのある方を扶養して

いる方 

・知的障がい者 

・１級から３級までの身体障害者手帳をお持ちの方 

・精神または身体に永続的な障がいのある方（統合失調症、脳性麻痺、進行性

筋萎縮症、自閉症、血友病など）で、その障がいの程度が上記と同程度と認

められる方 

【備　考】保護者が納める掛金の額は、加入時の保護者の年齢に応じて決まります。 

 

相談について 

■相談支援　　　　　　　          【由仁町障がい者総合相談支援センター ☎83-4750】 

障がい者等の保護者または障がい者等の介護を行う方などからの相談に応じ、必要な情

報を提供することや、権利擁護のために必要な援助を行います。 
【対象者】町内に居住する、身体、知的または精神に障がいのある方および障がい児の保

護者 
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高齢な方や介護が必要な方へ 
介護について 

■介護保険制度　　　                         【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

介護保険は、40歳以上のみなさんが保険料を負担し、介護を必要とされる方やその家

族が抱えている介護の不安や負担を社会全体で支える制度です。 

 
●制度のあらまし 

【被保険者】・第１号被保険者：65歳以上の方 

・第２号被保険者：40歳から64歳までの医療保険に加入している方 

【介護保険被保険者証】 

・65歳以上の方と要介護認定を受けた40歳以上の方に交付します。 

【保 険 料】・第１号被保険者：本人と世帯の町民税課税状況や所得に応じて段階的に保

険料が算定されます。 

・第２号被保険者：加入している医療保険の算定方式に基づいて決まります。 

【保険料の納め方】 

・第１号被保険者：原則、年金からの天引きによる納付となります（納付方

法は選べません。）。ただし、年金の年額が 18 万円未　

満の方や、年金担保貸付を利用されている方など、条件

によって年金からの天引きができない方は納付書または

口座振替での納付となります。 

　　　　　　・第２号被保険者：加入している医療保険料と一括徴収されます。 

【介護保険サービス】 

・サービスの利用者負担は原則として費用の１割、一定額以上の所得がある

方は2割または３割です。介護保険のサービスを利用するためには、要介

護認定、要支援認定またはチェックリストに該当することが必要となりま

す。 

【サービスを利用するためには】 

・サービスを利用するには、ケアプラン（どのようなサービスをどのくらい

利用するか）を作成する必要があります。自己作成することも可能ですが、

地域包括支援センターや居宅介護支援事業者に依頼することもできます。

ケアプランの作成を依頼すると、支給限度額の管理やサービス事業所との

調整などを本人に代わって行ってくれます。ケアプランの作成に関する費

用は、全額を保険給付として町が負担しますので、利用者負担はありませ

ん。 

[要介護１～５の認定を受けている方] 

ケアプラン作成を依頼する居宅介護支援事業者と契約し、保健福祉課（高齢・障がい

担当）に「居宅サービス計画作成依頼届出書」を提出してください。 

[チェックリスト該当者および要支援１・２の認定を受けている方] 

地域包括支援センター（健康元気づくり館内）にご相談ください。 
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●介護保険で利用できるサービス  

 

 
サービス種別 要介護１～５の方

要支援 

１・２の方
 

在
宅
サ
ー
ビ
ス

■在宅で生活しながら利用できるサービスです。

 

訪問介護 

（ホームヘルプ）

訪問介護員（ホームヘルパー）が利用者宅を訪

問し、入浴・排せつ・食事の介助や、調理・洗

濯・掃除等の家事、通院等のための乗車または

降車の介助を行います。

訪問型 

サービス

（次項）

 
（予）訪問入浴介護

入浴設備や簡易浴槽を積んだ移動入浴車が利用者宅を訪問

し、入浴の介助を行います。

 

（予）訪問看護

看護師が利用者宅を訪問し、血圧・脈拍のチェックやリハビ

リテーション、床ずれ（じょくそう）の処置、経管栄養の管

理等、療養上の世話や必要な診療の補助を行います。 
 

（予）訪問リハビリ

テーション

理学療法士が利用者宅を訪問し、リハビリテーションのサー

ビスを行います。

 
（予）居宅療養管理

指導

医師・歯科医師・薬剤師が通院困難な利用者宅を訪問し、看

護方法や口腔ケア、服薬の管理などの療養上の管理指導を行

います。

 

通所介護 

（デイサービス）

デイサービスセンターに日帰りで通い、入浴・

排せつ・食事の介助、レクリエーションによる

利用者同士の交流、生活についての相談・助

言、健康状態の確認等の日常の世話と機能訓練

等のサービスを受けられます。

通所型 

サービス

（次項）

 
（予）通所リハビリ

テーション

介護老人保健施設等に通い、理学療法、作業療法の必要なリ

ハビリテーションのサービスを受けられます。

 
（予）短期入所生活

介護（ショートステ

イ）

利用者の家族の病気・冠婚葬祭・出張などの理由により、介

護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）などに短期間入所

し、入浴・排せつ・食事の介助、その他日常生活上の世話と

機能訓練等のサービスが受けられます。
 

（予）短期入所療養

介護（ショートステ

イ）

利用者の家族の病気・冠婚葬祭・出張などの理由により、介

護老人保健施設等に短期間入所し、看護・医学的管理下の介

助、機能訓練その他必要な医療と日常生活上の世話等のサー

ビスが受けられます。

 

（予）福祉用具貸与

日常生活の自立を助けるための福祉用具（手すり・歩行器・

歩行補助つえなど）を借りられます。介護度によって、利用

できる福祉用具が異なります（車いす・特殊寝台など）。

 
（予）特定福祉用具

販売

指定業者から入浴や排せつなどに使用する福祉用具（腰掛便

座・入浴補助用具など）を購入したとき、購入費が支給され

ます。
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（予）介護予防：要支援者のサービス 

 

●介護予防・日常生活支援総合事業 

要支援1・2、チェックリスト該当者（要支援に相当する状態の者）の方に対して訪問

型サービス、通所型サービス、その他の生活支援サービスを提供します。利用には、地域

包括支援センターが行う介護予防ケアマネジメントを受ける必要があります。 

 
訪問型サービス 訪問介護（ホームヘルプ）と同様のサービス

 
通所型サービス 通所介護（デイサービス）と同様のサービス

 その他の生活支

援サービス
見守りや栄養改善を目的とした配食サービスなど

 
サービス種別 要介護１～５の方

要支援 

１・２の方
 在

宅
サ
ー
ビ
ス

（予）住宅改修費

手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修をしたとき、住

宅改修費が支給されます。改修前の事前申請が必要です。20

万円を上限に費用の9割、8割または７割を支給します。

 

施
設
サ
ー
ビ
ス

■施設に入所して利用するサービスです。

 

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホ

ーム）

入浴・排せつ・食事などの日常生活上の世話、機

能訓練・健康管理などの療養上のサービスを受け

られます。 

※新規入所は原則として要介護3以上の方が対象

です。 利用でき

ません。  
介護老人保健施設

リハビリテーションを中心とした医療サービスや

日常生活上の世話を受けられます。

 
介護医療院

医療と介護の一体的なサービスを長期的に受けら

れます。
 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

■住み慣れた地域で生活を続けるためのサービスです。由仁町の方のみ利用できま

す。
 

認知症対応型共同

生活介護（グルー

プホーム）

認知症の方が、共同生活をする住居で、日常生活上の世話や

機能訓練などのサービスを受けられます。（要支援１の方は

利用できません。）

 

地域密着型介護老

人福祉施設入所者

生活介護

入所定員29人以下の小規模な介護老人福祉施設

で日常生活上の世話や機能訓練などのサービスを

受けられます。 

※新規入所は原則として要介護3以上の方が対象

です。 利用でき

ません。  
地域密着型通所介

護 （ デ イ サ ー ビ

ス）

定員18人以下の小規模なデイサービスセンターに

通い、入浴・排せつ・食事等の介助、レクリエー

ション、機能訓練などのサービスを受けられま

す。
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●由仁町内でサービスを受けられる事業所 

（予）介護予防：要支援者のサービス 

 

■介護用品の給付　　　　　                【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

在宅で介護されている方およびその家族の経済的負担軽減のため、おむつなどの介護用

品を購入できる給付券を交付します。 

【対象者】介護保険の要介護状態区分４・５の在宅の方のうち、住民税非課税世帯に属す

る方（生活保護を受給されている方、住民税が課税されている方に扶養されて

いる方を除きます。） 
【給付額】月額4,500円 

 サービス種別 事業所名 住　　　所 その他
 訪問介護 

訪問型サービス

由仁町社協居宅サービ

スステーション

由仁町東栄87番地の1 

健康元気づくり館内

－

 地域密着型通所介護 

通所型サービス

由仁町社協デイサービ

スセンター
定員　18人

 

（予）訪問看護

長沼地域由仁訪問看護

ステーション
－

 
由仁町立診療所 由仁町馬追１番地の１ －

 （予）訪問リハビ

リテーション
由仁町立診療所 由仁町馬追１番地の１ －

 （予）短期入所生

活介護
ほほえみの家 由仁町東栄88番地の２ 定員　3人

 （予）短期入所療

養介護

ひだまり（由仁町立診

療所内３階）
由仁町馬追１番地の１

定員　８人 

（空床型）
 

（予）居宅療養管

理指導

由仁町立診療所 －

 
牧野内科医院 由仁町中央19番地 －

 
ゆに・ハーブ薬局 由仁町本町359番地 －

 
（予）住宅改修 各工務店等 － －

 介護老人福祉施設

（特別養護老人ホ

ーム）

こもれびの家 由仁町東栄86番地 定員　70人

 
介護老人保健施設

ひだまり（由仁町立診

療所内３階）
由仁町馬追１番地の１ 定員　29人

 
認知症対応型共同

生活介護（グルー

プホーム）

あかるい家 由仁町東栄16番地の1８ 定員　9人

 
囲炉裏 由仁町三川緑町95番地 定員　9人

 地域密着型介護老

人福祉施設入所者

生活介護

ほほえみの家 由仁町東栄88番地の2 定員　27人

 
軽費老人ホーム 緑豊苑 由仁町馬追215番地 定員　50人
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生活に役立つ支援について 

■配食サービス                         　　　【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

毎週月～土曜日の昼食・夕食時に栄養バランスに配慮した温かいお弁当を届けることで、

安否確認および身体・精神的負担の軽減を図ります。 

【対象者】おおむね65歳以上の方および障がい者（別途、町が定める基準があります） 

【備　考】料金は、１食につき500円（税込）です。なお、安否確認のために直接の受

け取りが必要です。 

 

■緊急通報装置（診療所駆けつけサービス）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 

 　                                                    【保健福祉課　高齢・障がい担当☎83-4750】 

健康に不安を抱える高齢者や障がい等をお持ちの方が住み慣れた地域で安心して暮らせ

るよう、緊急通報装置を設置します。 

緊急ボタンを押すとガードマンが対応し、必要に応じて由仁町立診療所の医師や看護師

が24時間体制で相談を受け、状況により自宅へ駆けつけます。 

【対象者】①障害者手帳を交付されている一人暮らしの方などで、別途町が定める設置基

準に該当している方 

　　　　　②80歳以上の交通手段のない高齢者世帯 

【利用料】利用者は、月額462円を負担していただきます。 

　　　　　ただし、上記②の対象者は初期設置費用として、別途660円（１回のみ）を

負担していただきます。 

 

■歩行杖の給付　　　　　　　　　　　　　　　　       【社会福祉協議会 ☎82-2167】 

歩行が不自由で杖の必要な方に、Ｔ字型の杖を給付します。 

【自己負担】200円 
 
■生活支援ボランティア　　　　　　　　　　　          【社会福祉協議会 ☎82-2167】 

日常的な家事や介護保険のホームヘルパーができない支援をボランティアが訪問し行い

ます。 

【利用方法】社会福祉協議会から事前にチケットを購入し、支援を受けたい内容と日にち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

などを相談します。 

【料 金】チケット１枚（1回）につき100円 

 

■命のバトン　　　　　　　　　　　　　　　　          【社会福祉協議会 ☎82-2167】 

万一に備えて、連絡先やかかりつけ医療機関、日ごろ服用している薬などの情報を専用

容器に入れ、自宅の冷蔵庫に常時保管し緊急時に備えるものです。 

 

■車イスの貸出し　　　　　　　　　　　　　　          【社会福祉協議会 ☎82-2167】 

旅行や買い物・行楽など出かける時に車イスを必要とする方に、無料で貸出しを行って

います。（最長１か月間） 
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■デマンドタクシー                  　　　　　 　【住民課　環境・交通担当 ☎83-3902】 

自宅から役場、健康元気づくり館、ポッポ館、町立診療所間を乗合タクシーで送迎しま

す。 

【対象自治区】岩内・川端・山桝・東三川・中三川・本三川・熊本 

　　　　　　　三川市街・西三川・古山・下古山・伏見 

【対 象 者】対象自治区に住んでいる65歳以上の方や運転免許証を返納した方など 

【利 用 料 金】１乗車につき300円 

※免許証返納者等または一定の病気に該当し、免許取消もしくは停止され

た方は100円（免許証返納者等は、100円で乗車できる期限がありま

す。） 

【運　行　日】毎週　月曜日・水曜日・木曜日・土曜日　※土曜日は１便から３便まで

（祝日、12/31～1/5を除く。） 

【運行区間およびダイヤ】 

・自宅→役場→健康元気づくり館→ポッポ館→町立診療所 

　　　　　　　・町立診療所→ポッポ館→健康元気づくり館→役場→自宅 

※出発時刻は、利用者の乗車場所・タクシーの乗合状況により異なるため、予約時に確認　 

します。 

【利用方法】利用には事前登録が必要です。 

 

認知症の支援 

■認知症カフェ事業　　　　　　　　　　　       【地域包括支援センター ☎83-4750】 

認知症の方やその家族、専門家、地域住民が集まってお茶を飲みながら交流を行ったり、

専門職による認知症、介護相談を行ったりする場です。どなたでも参加できます。 

【場所及び開催日】詳細は「広報ゆに」でお知らせします。 

【参加料】飲み物代として100円 

 
■認知症サポーター養成講座 　　　　　         　【地域包括支援センター ☎83-4750】 

認知症の正しい知識を身に付け、地域や職場で認知症の方や家族を支援する「認知症サ

ポーター」を養成する講座を希望する団体に実施します。受講した方には認知症サポータ

ーカードが贈呈されます。グループでお気軽にお申し込みください。 

 
■認知症高齢者等見守りネットワーク　         　 【地域包括支援センター ☎83-4750】 

徘徊の見られる認知症高齢者等が所在不明になった場合、早期に発見できるよう捜索に

必要な情報の事前登録を行います。 

【対象者】徘徊行動の見られるおおむね65歳以上の認知症高齢者等  
【備　考】事前登録された内容は、行方不明時の早期対応のため警察署と共有します。 

 

 

 便　名 １便 ２便 ３便 ４便
 

出発（※）

8時15分 

～ 

9時

11時45分 

～ 

12時30分

13時15分 

～ 

14時

15時45分 

～ 

16時30分
 到着（予定） 9時30分 13時 14時30分 17時
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■認知症高齢者等ＧＰＳ購入料の助成　　          【地域包括支援センター ☎83-4750】 

徘徊のおそれのある認知症高齢者等が行方不明にならないよう、ＧＰＳを活用した徘徊

探知機等を購入・契約する場合の初期費用を助成します。 

【対象者】徘徊行動のおそれのあるおおむね65歳以上の認知症高齢者等で、認知症高齢

者等見守りネットワークに登録している方の家族等 
【助成額】上限20,000円（初期費用に限ります。） 

 

見守り、助け合い 

■除排雪サービス　　　　　 　　　　   【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

おおむね65歳以上の一人暮らしの方または夫婦二人世帯などで自身では除排雪が困難

な方を対象に、日常生活の維持、緊急時の車両運行確保等のため、玄関前通路等の除排雪

を行っている自治区に対し、その経費の一部を補助します。 
【対象者】次の要件を満たす対象者に対し除排雪を行っている自治区 

・おおむね65歳以上で、一人暮らしの方または夫婦二人世帯の方（近隣に除

排雪を行うことが出来る親族等がいない方） 

・冬期間不在にならない方 

 

■地域支え合い活動　　                      【保健福祉課　高齢・障がい担当 ☎83-4750】 

自治区内での見守り、声かけ、安否確認等を行い、支え合いの地域づくりを進めます。

活動を実施する自治区には、支援を必要とする方（在宅者の方）の名簿（名簿登載に同意

されなかった方は除く。）を提供します。 

この活動に取り組む自治区に対して、その経費の一部を補助します。 

【支援を必要とする方】 

・高齢者（65歳以上の一人暮らしまたは夫婦二人世帯等） 

・身体障害者手帳をお持ちで１、２級に該当する方 

・精神障害者保健福祉手帳をお持ちで１級に該当する方 

・療育手帳をお持ちで、A判定に該当する方 

・障害支援区分認定４以上に該当する方 

・要介護認定を受け要介護３以上に該当する方 

・その他（上記の項目に該当しないが、何らかの見守り等が必要と認められる方） 
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医療保険について 

■健康保険の高齢受給者　　　　　　　　       【住民課　戸籍・国保担当 ☎83-3903】 

　70歳の誕生日の翌月（誕生日が１日の方は誕生月）から高齢受給者となり、医療費の

負担が３割負担から２割負担へ軽減されます（一定額以上の所得がある方は３割負担とな

ります。）。新たな負担割合が確認できる資格確認書または資格情報のお知らせは、70

歳を迎えると加入している健康保険から交付されます。 

　※国保以外の健康保険の対応については、各健康保険へお問い合わせください。 

 

■後期高齢者医療制度　　　　　　　             【住民課　戸籍・国保担当 ☎83-3903】 

75歳以上の方または一定の障がいがある65歳から74歳までの方で、広域連合に認定

された方は医療費の窓口負担が１割負担となります。一定額以上の所得がある方は、所得

に応じて２割負担または３割負担となります。 

【資格確認書の交付】 

　・75歳を迎える方は、75歳の誕生日までに交付します。 

　・65歳から74歳までの一定の障がいがある方は、申請し広域連合の認定を受けた後に

交付します。 

【一定の障がい】 

　〇国民年金などの障害年金１級・２級を受給している方 

　〇身体障害者手帳1級・２級・３級をお持ちの方 

　〇身体障害者手帳４級をお持ちの方で、次のいずれかに該当される方 

　　・音声障害 

・言語障害 

・下肢障害４級１号（両下肢のすべての指を欠くもの） 

　　・下肢障害４級３号（一下肢を下腿の二分の一以上で欠くもの） 

　　・下肢障害４級４号（一下肢の機能の著しい障害） 

　〇精神障害者保健福祉手帳１級・２級をお持ちの方 

　〇療育手帳A（重度）をお持ちの方 

 

介護予防と生きがいづくり 

■げんき塾　　　　　　　　　　　　　　　　　　       【社会福祉協議会 ☎82-2167】 

認知症等や転倒骨折の予防および身体機能の低下の予防のため、インストラクターの指

導のもと、ストレッチや運動等を行います。 
【対象者】65歳以上の方 
【会　場】健康元気づくり館 
【備　考】毎週水曜日（祝日を除く。） 

　　　　　１回につき100円の参加費が必要になります。 

 

■いきいきサロン　　　　　　　　                            【社会福祉協議会 ☎82-2167】 

高齢者を対象として、地域内での仲間づくり、生きがいづくりのために、バス旅行やお

食事会などのいきいきサロンを開催します。 

【対象者】65歳以上の方 

【備　考】旅行先により入館料等が必要になります。 
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■老人クラブ活動                         　　　　　　　　　【社会福祉協議会 ☎82-2167】 

老人クラブとして、高齢者の生きがいづくりのため、仲間と楽しい活動をしながら、地

域への社会奉仕、教養講座、健康づくり等の活動をしています。おおむね60歳以上の方

で、老人クラブ活動を希望される方の入会を随時募集しています。参加希望の方は、地元

老人クラブの方へ直接ご相談ください。 

 
■地域サロン        　　　　　　　　　　           【地域包括支援センター ☎83-4750】 

高齢者等が気軽に集まり交流することで、生きがいづくり、健康づくり、仲間同士の支

え合い、介護予防等につながるボランティア等の運営による地域サロンが、身近な場所で

開催されています。 
【対象者】高齢者、ボランティア、その他集まりたい方 

【場　所】・三川サロン：三川あかり館 

　　　　　・スマイル「ふまねっとゆに」：健康元気づくり館、三川あかり館、川端消防　　　　 

会館 

　　　　　・東栄サロン：古川公民館 
【備　考】場所により、開催回数や時間等が異なります。また、１回につき100円程度

の参加費が必要になります。 

 
■由仁町高齢者事業団              　　　　　　　 　 【由仁町高齢者事業団 ☎83-2304】 

高齢者が仕事を通じて社会奉仕活動などを行い、自己の生きがいの充実や社会参加の機

会づくり等の活動をしています。町内に居住する60歳以上で働く意欲のある健康な方な

ら、どなたでも入会が可能です。 

 
■ボランティア活動（ボランティアポイント）  　 　 　【社会福祉協議会 ☎82-2167】 

社会福祉協議会では、ボランティアセンターへの登録、ボランティア保険の受付や、各

団体との調整、ボランティア活動団体連絡会の支援を行っています。現在、ボランティア

センターには17団体が加入し、各団体の活動に対して町ボランティアポイント事業「福

祉感謝券」（町商品券）を発給しています。
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○ボランティアセンター加入団体 

 

 

 
団　体　名 代　　表 活動概要

 
コスモス会 会長　　田中　幸枝

いきいきサロン等参加者見守り支

援、ふれあい広場協力
 

手話サークル「つぼみ」 会長　　大野　辰美 手話教室等の講師・講習

 
おはなし会わらべ 代表　　松井由季子

第４木曜日に子どもたちへの本の読

み聞かせ活動（三川地区）
 

由仁ライオンズクラブ 会長　　白川　祥二
献血の推進、青少年育成、緑化推

進、交通安全運動協力
 

由仁町赤十字奉仕団 委員長　木野知洋子
ポッポ館花壇植栽、施設清掃、炊き

出し等
 

ゆにっ子見守り隊 代表　　大谷　健治
登下校時に児童生徒の安全を見守る

（スクールガード）
 由仁町を日本一桜のまち

にする会
代表　　安達　　英

サクラの植樹活動、草刈り、施肥、

病害虫防除など
 

由仁町ことばを育てる親

の会
会長　　島　　綾子

ことばの発達に心配のある子どもの

保護者が、共に学び合い交流を図る

ことで問題や悩みを解決する会

 
7．6ヒルズフラワー会 代表　　龍嶋　靖子

文化交流館、健康元気づくり館前の

植栽、草取りなど

 

ほっとレモン 代表　　大竹　真弓

ほほえみの家で入所者の話し相手、

入浴後の身支度、洗濯物の整理・整

頓、行事の手伝い

 

スマイル「ふまねっとゆ

に」
会長　　小仲　弘康

「ふまねっと健康教室」の開催 

ふまねっと運動を地域や老人クラブ

などに広め、介護予防・健康づくり

のサポート

 
翼声会 会主　　石川　一男

民謡と各種イベント出演、慰問活

動、発表会など
 

由仁マンモスターズ 代表　　黒沼新一郎
演奏と唄で施設等に慰問活動 

バンド演奏
 健康生活ネットワーク茶

の湯
代表　　丹野実恵子

施設、自治区ほか団体への茶の湯 

生け花教室
 夢唄う由仁カラオケGP

ズ
代表　　小仲　弘康

高齢者のフレイル予防、福祉施設慰

問
 

ヤリキレナイ会 代表　　大居　　寛
ヤリキレナイ川両岸の遊歩道などの

草取り、草刈り、ゴミ拾い等
 

ひよこの学校 校長　　石川　一男

民謡でボランティアに出向くため、

年齢に関わらず仲良く練習して、人

材育成をサポート
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予防接種について 

■高齢者の予防接種　　　　　　　             【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

【定期予防接種】 

【接種医療機関】・由仁町立診療所 

・牧野内科医院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 予防接種名 対象者 回数 お知らせ方法等 費用

 

インフルエンザ

接種時65歳以上ま

たは60歳～64歳で

心臓、じん臓、呼吸

器機能等に障がいを

有する方

１回 

（1シーズ

ン）

広報ゆに・由仁

町ホームページ

接種額から 

1,370 円を 控

除した額（生

活保護世帯は

無料）
 

肺炎球菌

65歳の方 

または60歳～64歳

で心臓、じん臓、呼

吸器機能等に障がい

を有する方

１回
個別にハガキで

通知

自己負担 

2,000円 

（生活保護世

帯は無料）

 

新型コロナ

接種時 65 歳以上ま

たは 60 歳～64 歳

で心臓、じん臓、呼

吸器機能等に障がい

を有する方

１回 

（１シーズ

ン）

広報ゆに・由仁

町ホームページ

決まり次第お

知 ら せ し ま

す。

 

帯状疱疹

①年度末65歳の方　　

②令和7年度から令

和 11 年 度 ま で

は 、 70 、 75 、

80、85、90、

95、100歳の方 

③令和 7 年度のみ

100 歳以上全員

生ワクチ

ン：1 回 

 

組換えワク

チン：2 回

広報ゆに・由仁

町ホームページ 

個別にハガキで

通知

生 ワ ク チ ン

4,860 円 
（助成 4,000 円） 
 

組換えワクチ

ン 

12,060 円 ×

２回 
（助成額 10,000 円

×２回）
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健康づくりに関すること 
健康診査について 

■各種健診（検診）等            　　　　       【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

特定健診・がん検診等の各種健診を集団健診および個別健診で実施しています。健診日

程・料金等の詳細は「広報ゆに」および「由仁町ホームページ」でお知らせします。 
 

健診（検診）の種類 対象者（年度末年齢） 健診（検診）内容等

 

特定健診
40歳以上75歳未満 

（40歳の方は無料）

身体計測、血圧測定、血液検査、尿

検査、心電図検査、眼底検査等 

※国保以外の方は加入健康保険に

お問い合わせください。
 

長寿健診 75歳以上（後期高齢者） 身体計測、血圧測定、血液検査、尿

検査、心電図検査、眼底検査（眼底

検査は後期高齢者のみ）
 

若年健診 20歳以上39歳未満

 
胃がん検診 40歳以上

胃部レントゲン間接撮影（胃バリウ

ム）
 

胃がんリスク検査 

（ピロリ菌検査＋萎縮

性胃炎検査）

20～50歳
ペプシノゲン検査・ヘリコバクタ

ーピロリ抗体検査（血液検査）

 
肺がん検診 20歳以上 胸部レントゲン撮影

 
喀痰検査

40歳以上（喫煙年数×１

日の本数＝600以上）
喀痰の細胞診

 
大腸がん検診 40歳以上 便潜血反応検査（２日法）

 
前立腺がん検診 50歳以上の男性

血液検査（ＰＳＡ腫瘍マーカー検

査）
 

子宮頸がん検診
20歳以上の女性（前年度

未受診者）

子宮頸部細胞診検査（夏、レディー

スひまわり健診でHPV追加可）
 

婦人科超音波検査 20歳以上の女性 子宮頸がん検診と同時に実施

 
乳がん検診

40歳以上の女性（前年度

未受診者）
マンモグラフィー検査

 
骨粗鬆症検診 40 歳以上の女性 骨密度超音波検査

 

肝炎ウイルス検診

40歳以上で過去に受けた

ことがない方 

（40歳の方は無料）

血液検査（B型・C型肝炎ウイルス

検査）

 
エキノコックス検査 小学校３年生以上 血液検査

 
歯周疾患健康診査

20、30、40、50、

60、70、80歳

町内歯科医院での歯周疾患検査（対

象の方には個別案内します。）
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■健康推進・地域活性化事業　     　　        【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

～健診受けて、チケットもらって、まちで使おう（KCＭ）事業～ 

令和６年度中に健診を受けた20歳以上の方へ、町内で利用できる割引チケット（げん

きチケット）等を交付します。げんきチケットは１回につき最大200 円（100 円×２枚）

までの割引が受けられます。チケットを受け取るためには申請が必要です。 

 

【げんきチケット等交付枚数】 

・町の健診（特定健診・長寿健診・若年健診）や職場で健診を受けた方 

⇒げんきチケット600円分（100円×６枚）またはゆにガーデンシーズンパスポー

トのどちらかと、減塩食品お試し券（減塩醤油又は減塩だしと交換） 

・家庭血圧測定記録（１週間分）の提出 

⇒げんきチケット600円（100円×６枚）加算 

【げんきチケットが使えるところ】 

ゆにガーデン、体験農園、ユンニの湯、町民プール、古山オートキャンプ場、町内パ

ークゴルフ場（由仁っPA！、三川パークゴルフクラブ）、由仁町共通商品券加盟店、

夏・秋・冬のひまわり健診、帯状疱疹ワクチン接種助成 

【減塩食品お試し券取り扱い店舗】 

　　ホクレンショップ由仁店・てらさわ商店・セイコーマート三川店 

 

健康増進について 

■健康教育            　　　　　　                【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

自治区や老人クラブ、婦人会等各種団体で、健康に関する学習会を実施します。 

 
■健康相談        　　　　　　　                 【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

特定健診の結果についてよくわからない、生活習慣病やメタボリックシンドロームが心

配、食事療法がうまくいかないなど、ご自分やご家族の身体や心の健康について、保健師

や管理栄養士が相談に応じます。 

 
■健診結果説明会             　　 　　　        【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

　特定健診、がん検診等の結果の見方のポイントや、生活習慣病予防のアドバイスを行っ

ています。 
【対象者】特定健診、がん検診等を受診した方 

 

■特定保健指導               　　　　　　       【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

特定健診を受診された方のうち、メタボリックシンドローム該当・予備群の方を対象に、

判定結果に応じた保健指導を実施します。 
【対象者】国民健康保険加入者40歳～74歳で特定健診受診結果、保健指導レベルが積極

的支援、動機づけ支援と判定された方。国保以外の健康保険に加入し、特定保

健指導利用券をお持ちの方への保健指導も実施できますので、ご相談ください。 
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■健康づくりのためのトレーニング機器の利用  【保健福祉課 保健予防担当☎83-4750】 

生活習慣病の予防には適度な運動が欠かせません。健康元気づくり館内に健康・体力づ

くりのためのトレーニング機器が設置されており無料で使用できます。  

【対象者】中学生以上 

 

予防接種について 

■帯状疱疹ワクチン助成試行的事業　　  　　 【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

帯状疱疹ワクチンの接種を希望する50歳以上の方を対象に、接種費用の助成事業を実

施します。 

【ワクチンの種類と回数】 

※「組換えワクチン」は「生ワクチン」に比べ、高額で２回接種となりますが、発症予防　　　

効果が高く、持続性も「生ワクチン」の５年程度と比べて９年以上続くと言われています。 

※げんきチケットを申請時に提出することで自己負担の一部として使用できます。 

【実施医療機関】牧野内科医院、由仁町立診療所　※予約が必要です。 

【接種の流れ】 

① 保健福祉課に申請　 

＜持ち物＞マイナ保険証または資格確認書、特定（長寿）健診結果（健診受診者の

み）、げんきチケット 

　　  後日、助成決定通知書と予診票が送られます。 

②医療機関にワクチン接種を予約し、接種します。 

 

 

 

 

 種類 生ワクチン（阪大微研） 組換えワクチン（GSK 社）

 
接種回数 １回 ２回（２か月以上の間隔をあける）

 
接種方法 皮下注射 筋肉注射

 

接種条件

病気や治療によって、免疫が低

下している方は接種できませ

ん。

免疫の状態に関わらず接種可能

 
ワクチン費用 8,860 円 22,060 円×２回

 自己負担額 

※生活保護の方は

無料

4,860 円 

（助成額　4,000 円）

12,060 円×２回 

（助成額 10,000 円×２回）

 
その他

令和６年度に特定健診・長寿健診を受診した方は、げんきチケットを

最大 1,200 円まで利用することができます。ワクチンの申請と同時

にげんきチケットの申請をお勧めします。
 

申請期限 令和８年２月 27 日（金）まで
令和７年 12 月 29 日（月）まで 

※２回接種が必要なため
 

接種期限 令和８年３月 31 日（火）まで
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■麻しん（はしか）ワクチン接種緊急事業   　　　　【保健福祉課　保健予防担当 ☎83-4750】 

麻しん（はしか）ワクチンの接種を希望する次の方を対象に、接種費用の助成事業を実

施します。 

【対象】 

①小学生から19歳以下で麻しん風しん混合ワクチンを２回接種していない方 

②20歳以上で、過去５年以内に麻しん（風しん混合含む）ワクチンを接種していない

方 

【ワクチン・助成金額】麻しん風しん混合ワクチン　5,900円（自己負担額4,000円） 

【実施医療機関】牧野内科医院、由仁町立診療所　※予約が必要です。 

【申請受付期間】令和８年２月27日（金）まで 

【接種期間】　　令和８年３月31日（火）まで 

【接種の流れ】 

①保健福祉課に申請　＜持ち物＞マイナ保険証または資格確認書　 

後日、助成決定通知書と予診票が送られます。 

②医療機関にワクチン接種を予約し、接種します。 
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由仁町立診療所に関すること 
診療所で受けられるサービスについて 

■療養中の医療、介護および福祉サービスの相談 　　　　　　　　　　　　　　　　　    

　　　　　　　　　 　　【町立診療所内 医療福祉相談センター ☎090-2207-3701】 

療養中における医療、介護および福祉サービスの利用などの相談を専門のスタッフがお

受けします。介護に関する相談などは、地域包括支援センターのほか、当センターでも対

応しますので、受診された際にお気軽にご相談ください。 

【主な相談内容】 

　・訪問診療や訪問看護、訪問リハビリの相談　・退院後の在宅療養についての相談 

　・専門医療機関や介護事業所、施設の紹介　　・療養中における心配事の相談 

【受付時間】月～金曜日　８時30分～17時（祝日を除く。） 

 

■外来診療　　　　　　　　　　　　　　　  　  　　　　　【町立診療所 ☎83-2031】 

●内科　 

【受付時間】８時30分～11時、13時～16時30分　 

※月曜日の午後は予約制。火、水曜日の午後は休診 

●整形外科 

【受付時間】＜月曜日＞８時30分～11時、13時～1５時30分 

　　　　　　＜木曜日＞予約制　午前のみ 

※かぜ症状がある場合は、発熱外来で診察を行っています。事前に電話で症状などを聞き

取り、診察時間を案内しますので、受診する前に必ず電話で連絡してください。 

 

■救急診療　　　　　　　　　　　　　　　  　  　　　　　【町立診療所 ☎83-2031】 

平日の17時以降や休診日（土曜日、日曜日、祝日、年末年始）の救急診療は、当直医

師が担当します。休診日は出張医師が対応する場合があります。受診する前に必ず電話で

連絡してください。また、当直医師の診療科については、電話でご確認ください。 

 

■在宅療養支援　　　　  【町立診療所内 医療福祉相談センター ☎090-2207-3701】 

医療や介護が必要になっても住み慣れた自宅で生活することができるように、訪問診療

や訪問看護、訪問リハビリによる在宅療養支援を行っています。 

●訪問診療 

・定期的に医師が自宅等へ訪問し、診療を行います。 

・専用電話により24時間体制で医師が相談に対応し、急な病状変化など診察が必要なと 

きは医師がいつでも往診します。 

●訪問看護 

・定期的に看護師が自宅等へ訪問し、健康状態の観察や療養の相談、医療的なケア等を行

います。 

●訪問リハビリ 

・要介護（要支援）認定を受けている方を対象に、介護保険の限度額以内で定期的に理学 

療法士が自宅へ訪問し、リハビリを行います。 
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その他の生活支援と各種相談一覧  
■民生委員・児童委員　　　　　　          【保健福祉課　福祉・児童担当 ☎83-4750】 

民生委員・児童委員とは、地域で活動する身近な相談員です。困ったことや心配ごと、

援助を必要とする相談には、住民の立場にたって対応します。行政や専門機関と住民をつ

なぐパイプ役です。また、子どものことを専門に担当し活動する主任児童委員もいます。

個人の人格を尊重し、秘密を守ることが法律で義務づけられています。 

 

■生活保護　　　　　　　                      【保健福祉課　福祉・児童担当 ☎83-4750】 

生活に困っている世帯に、最低限度の生活を保障する制度です。十分に努力をしても生

活するための必要な収入を得ることができず生活に困窮する方に対し、経済的な援助を行

います。 

 
■生活・困りごと相談　　      　   【そらち生活サポートセンター ☎0120-279-234】 

そらち生活サポートセンターでは、お仕事や生活の不安に関する相談に専門の支援員が

応じます。一人ひとりの状況に合わせた計画を作成し解決に向け支援します。 

 
■福祉金庫貸付事業　　　　　　　　                         【社会福祉協議会 ☎82-2167】 

不意の出費で一時的に応急資金が必要となった時、10万円までの資金をお貸しします。

貸付期間は、最大10か月で、償還は月賦または一括払いです。借入には保証人が必要で

す。 

 
■無料法律相談　　　　　　　　　　　　　　　          【社会福祉協議会 ☎82-2167】 

相続問題や消費者問題、借金の悩み、離婚、近隣とのトラブルなどを専門の弁護士が無

料で相談に応じます。 
【場　所】健康元気づくり館 
【実施日】毎月第２金曜日　13時～16時 

 
■児童虐待相談　　　　                    　　　　　  【こども家庭センター ☎83-4750】 

虐待が疑われる場合や、発見した場合はご相談ください（電話相談可）。 
・全国共通３桁ダイヤル【☎189】（24時間365日対応。最寄りの児童相談所に繋がり

ます。） 

 

■配偶者や交際相手からの暴力相談　       【保健福祉課　福祉・児童担当 ☎83-4750】 

ドメスティックバイオレンス（DV）などがあった場合は、北海道立女性相談援助セン

ターまたは保健福祉課にご相談ください。 
・北海道立女性相談援助センター【☎011-666-9955】 

【開設日時】平　日                 　　 ９時～17時（女性専用相談） 

18時～20時（DV専用電話相談） 

　　　　　　土日祝（年末年始除く）９時～18時（DV専用電話相談のみ）　 
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■高齢者に関する相談　　　　　　　  　　　　  【地域包括支援センター ☎83-4750】 

介護のほか虐待や成年後見制度など、高齢者に関する相談に応じ支援します。 

【日　時】月～金曜日　８時30分～17時 

【場　所】健康元気づくり館 

【夜間・休日専用電話】090-1647-4750 

 

 

 

各種相談員（敬称略） 

 

 
相　談　事　項　等 氏　　　　名 電　　　　話

 

高齢者に関する相談
地域包括支援センター 

※夜間、休日

83-4750 

※090-1647-4750

 
身体障がいに関する相談 身体障がい者相談員　畑山　友栄 87-3206

 
知的障がいに関する相談 知的障がい者相談員　阿部　　直 86-2814

 

精神障がいに関する相談
保健福祉課　高齢・障がい担当 

岩見沢保健所健康推進課健康支援係

83-4750 

0126-20-0122

 

人権に関する相談

人権擁護委員　　　　岩崎　俊博 

山宮　輝美 

大居　　寛

83-3361 

87-3271 

76-9003

 

更生保護に関する相談

保護司　　　　　   　髙橋　宗瑛 

窪田　智子 

中村　健一 

浅井　徹照 

寺澤　恵子

83-2209 

83-2482 

85-2061 

86-2255 

83-2537

 
行政相談 行政相談委員　　　　吉田　弘幸 8３-3480
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※民生委員・児童委員、主任児童委員の任期は令和７年11月30日までです。 

12 月１日以降は由仁町ホームページをご覧ください。 

 

 
相談事項等 氏　　　　名 電　　話 備　　　　考

 

暮らしに関す

ることなどの

相談

民生委員・児童委員 

吉田けい子 

大橋由紀江 

田中　雄望 

川上　　晃 

星場　　実 

舟橋由美子 

中村　裕美 

 

伊東　義晃 

濱西　育子 

浅田　義明 

中村　正弘 

今井　淑江 

 

長澤　清一 

田中　幸枝 

畠山　智子 

上本　雅代 

大塚　法子 

山野下喜久 

 

池田　則子 

中村　健一

 

83-3480 

76-9567 

83-2420 

090-3393-4888 

080-1897-3389 

83-3054 

83-3852 

 

83-3487 

83-3151 

83-3699 

83-3554 

87-3181 

 

87-3148 

86-2566 

86-2955 

86-2555 

86-2521 

86-2171 

 

090-5072-5657 

85-2061 

 

由仁1区 

由仁2区 

由仁3・北6区 

由仁4・南6区 

由仁5区 

由仁７・8区（あけぼの団地のみ） 

由仁8（あけぼの団地以外）・9・10区 

 

山形・伏見 

古川 

下古山・山桝 

岩内 

古山・熊本 

 

三川錦町 

三川泉町北・泉町南 

三川旭町 

三川緑町 

西三川・本三川 

中三川・東三川 

 

川端１区 

川端２区

 
児童福祉に関

する相談

主任児童委員 

高山　　香 

森井　千里

 

83-2549 

82-4611

 

由仁地区 

三川・川端地区



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
由仁町保健福祉便利ガイド

 令和７年６月１日
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